
第７回高府町祇園縁日屋台村
� 7月13日㈯

　高府町祇園縁日実行委員会により、バス

ティ高府広場で高府町祇園縁日屋台村が開

催されました。当日は食べ物屋台や射的

ブース等が設けられ、子どもから大人まで

多くの方で振わいました。

広
報

ここでいい、ここがいい！ 小川村 2024(令和6)年  

vol.378
月号  8

- 今月の主な内容 -
●ふるさと納税寄附金…2

●公共施設の購入希望者の募集について…3

●村職員の給与の公表…5

●「定額減税しきれないと見込まれる方」への
　給付金（調整給付金）について…6
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ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
村
外
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
支
援
、
そ
の
想
い
が
様
々
な
事
業
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
、
寄
附
金
合
計
が
２
，
３
６
９
万
６
千

円
、
寄
附
者
が
２
，
１
７
４
人
で
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
川
村
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
て
令
和
４
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
資
金

２
，
６
１
６
万
円
を
令
和
５
年
度
の
次
の

事
業
に
充
当
い
た
し
ま
し
た
。「
村
づ
く

り
推
進
事
業
」
に
３
４
９
万
円
、「
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」
に
５
０
万
円
、

「
移
住
定
住
対
策
事
業
」
に
１
，
０
４
２
万

円
、
「
美
し
い
村
推
進
事
業
」
に
３
１
２
万

円
、
「
高
齢
者
福
祉
事
業
（
介
護
な
ど
）」

に
４
５
３
万
円
、「
観
光
事
業
」
に
４
１
０
万

円
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
寄
附
者
の
方
々
の
「
想
い
」
を

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄附金を活用して実施した事業
項　　　　目 金　　　額

村づくり推進事業 349万円

地域づくり活動支援事業 50万円

移住定住対策事業 1,042万円

美しい村推進事業 312万円

高齢者福祉事業（介護など） 453万円

観光事業 410万円

　

令
和
５
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
々
の
う
ち
、
掲
載
可
能
な
方
々
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

都
道
府
県　
氏
名
（
敬
称
略
）

北
海
道　

高
橋　

美
穂　

佐
々
木
友
子

山
形
県　

横
田　

陽
子　

冨
澤
弘
太
郎

茨
城
県　

山
田　

典
子　

村
山　
　

茂

　
　
　
　

大
山
龍
太
郎

群
馬
県　

高
野
登
志
子　

小
林　

洋
子

埼
玉
県　

呉　
　

欣
也　

小
根
山
倫
夫

　
　
　
　

田
久
保
武
志　

神
田　

奈
緒

　
　
　
　

沢
辺　

亮
一　

丸
山　

達
也

千
葉
県　

郷
澤　

孝
一　

國
司　

惣
作

　
　
　
　

大
邑　

陽
子　

佐
藤　
　

博

　
　
　
　

笠
原　
　

謙　

大
塚　

祐
子

東
京
都　

伊
藤　

愼
二　

村
井　

南
海

　
　
　
　

百
瀬　
　

拓　

高
橋　

昭
三

　
　
　
　

阿
部
早
也
伽　

越
川　

康
弘

　
　
　
　

阿
部　

信
一　

高
橋　

沙
季

　
　
　
　

伊
藤　

達
朗　

宇
野　

智
行

　
　
　
　

阿
部
ソ
ノ
子　

宮
永　

正
義

　
　
　
　

白
井　

祐
子　

石
井　

美
香

　
　
　
　

山
根　

良
子　

小
宮
山
正
樹

　
　
　
　

山
口　

和
宏　

杉
山　

三
郎

　
　
　
　

小
林　

早
織　

皆
川　
　

悠

　
　
　
　

和
田　

由
佳　

岡
本　

貴
幸

神
奈
川
県　

宮
澤　

孝
江　

村
上　

和
子

　
　
　
　

大
日
方
直
樹　

梅
本　

亮
智

　
　
　
　

辰
島　

史
隆

新
潟
県　

佐
藤　

順
子

石
川
県　

山
田　

秀
三　

戒
田　

典
久

　
　
　
　

鈴
木　

基
行　

森
田　

邦
之

長
野
県　

北
澤　

明
義　

西
沢　
　

健

　
　
　
　

西
木　

強
志

岐
阜
県　

川
瀬　

知
加　

三
上　

恒
幸

静
岡
県　

渡
辺　

和
代　

坂
本
智
恵
子

愛
知
県　

沼
野　

貴
之　

岡
本　

思
佳

　
　
　
　

木
村　

淳
一　

加
藤　

政
義

三
重
県　

山
崎　

若
美

大
阪
府　

川
崎
千
恵
子　

藤
井　

恭
子

　
　
　
　

佐
々
木
恒
幸

鳥
取
県　

高
島　

節
子

岡
山
県　

冨
田　

敬
二　

角
南　

治
之

山
口
県　

岡
田　
　

健

香
川
県　

志
智　

大
樹　

岡
田　

孝
浩

福
岡
県　

小
田　

伸
司　

服
部　

博
之

佐
賀
県　

牛
山　
　

理

熊
本
県　

山
田　

由
華

大
分
県　

谷
口　

孝
一

鹿
児
島
県　

井
上　
　

力

多くのご寄附
ありがとうございます！
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②
小
川
村
山
村
振
興
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

�

（
耕
雲
閣
）

　

小
川
村
山
村
振
興
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

（
耕
雲
閣
）
の
建
物
の
購
入
希
望
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
平
成
８
年
１
月
完
成
の
、

木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
平
屋
建
て
、

３
９
３
．
６
６
㎡
で
す
。
最
低
売
却
価
格

は
２
４
０
万
円
で
す
。

　

①
②
と
も
に
、
詳
し
い
応
募
方
法
や
条

件
等
は
募
集
要
項
に
記
載
し
て
あ
り
ま

す
。

　

募
集
要
項
は
、
企
画
財
政
係
で
お
渡
し

し
ま
す
。
ま
た
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

◆
問
合
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　
　
　

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

人
権
擁
護
委
員
交
代

　

３
年
間
、
人
権
擁
護
委
員
を
お
務
め
い

た
だ
き
ま
し
た
川
又
啓
一
さ
ん
（
成
就
第

一
）
が
、
６
月
末
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
中
、
人
権
相
談
活
動
等
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
は
、
新
た
に
法
務
大
臣

か
ら
任
命
さ
れ
た
佐
藤
安
男
さ
ん
（
夏
和

山
部
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

◆
問
合
せ　

住
民
福
祉
課　

住
民
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

中
条
地
区
に
続
き

　
鬼
無
里
地
区
の
生
徒
も

　
　
　
　
　
小
川
中
学
校
へ

　

７
月
２
日
（
火
）、
長
野
市
と
小
川
村

と
の
間
に
お
け
る
教
育
事
務
の
委
託
に
関

す
る
協
定
書
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
書

の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
中
条
地
区
に
続

き
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
鬼
無
里
地
区
の

生
徒
が
小
川
中
学
校
へ
就
学
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
生
徒
数
の
増
加
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

公
共
施
設
の
購
入
希
望
者
の

募
集
に
つ
い
て

①
小
川
村
体
験
農
園
施
設

　

小
川
村
体
験
農
園
施
設
の
土
地
及
び
建

物
の
購
入
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
平
成
８
年
１
月
完
成
の
、

木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
平
屋
建
て
、

７
７
．
７
６
㎡
、
土
地
は
７
７
１
㎡
で

す
。
最
低
売
却
価
格
は
土
地
及
び
建
物
合

せ
て
１
１
７
万
円
で
す
。

①体験農園施設

②耕雲閣

　

若
者
（
子

育
て
世
帯
）

の
定
住
を
目

的
と
し
た
釜

蓋
団
地
平
屋

５
棟
の
起
工

式
が
７
月
11

日
（
木
）
に

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

年
内
に
は
竣
工
予
定
で
、
そ
の
後
に
内

覧
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣
住

民
の
皆
様
を
始
め
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
２
月
頃
に
入
居
者
の
募
集

を
行
い
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
説
明
が
聞
き
た
い
方
は
住
宅

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◆
問
合
せ

　

建
設
経
済
課　

建
設
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

若
者
定
住
促
進
住
宅

�

「
釜
蓋
団
地
」
建
設
開
始
！



広報おがわ　2024.8 ４

ク
競
技
に
初
出
場
の
永
原
悠
路
選
手
が
７

月
11
日
（
木
）、
小
川
村
役
場
に
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
学
一
年
ま
で
在
村
し
、
父
の
影
響
か

ら
小
学
一
年
の
時
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を

始
め
た
永
原
選
手
。
役
場
の
訪
問
後
、
小

学
校
に
も
訪
れ
、
全
校
児
童
か
ら
歓
迎
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

皆
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
み
な
が

ら
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

パ
リ
五
輪
、
障
害
馬
術
に
出
場
す
る
佐

藤
英
賢
選
手
、
３
回
目
の
五
輪
出
場
と
な

り
、
す
で
に
現
地
入
り
し
て
い
る
た
め
、

母
校
の
小
川
小
学
校
で
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
作
成
し
、
関
係
者
を
通
じ
て
メ
ー
ル
を

送
り
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
男
子
パ
ー

☆
「
佐
藤
英
賢
」
選
手

パ
リ
五
輪
へ
‼

☆
「
永
原
悠
路
」
選
手

第
17
回
　
あ
る
ぷ
す
短
歌
・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

小
川
村
観
光
協
会
主
催

《
一
般
の
部
》

★
入
選　

上
田
市　

近
藤　

良
子　

様

　

大
空
へ　

雪
の
山
並
み　

陽
に
映
え
て　

桜
若
葉
の　

美
し
き
村

〇
佳
作　

長
野
市　

宮
林　

栄
一　

様

　

雲
海
の　

羽
衣
な
び
か
せ　

高
山
寺

〇
佳
作　

柏
市　

中
谷　

慶
太
郎　

様

　

マ
ジ
ッ
ク
で　

出
し
た
よ
う
に　

ア
ル
プ
ス
が　

眼
前
見
え
る　

初
夏
夢
の
駅

《
小
川
小
学
校
の
部
》

★
入
選　

四
年
生　

田
口　

愛
夏　

様

　

青
空
と　

自
然
が
き
れ
い
だ　

み
な
笑
顔

○
佳
作　

四
年
生　

権
守　

謠　

様

　

青
空
に　

小
川
ア
ル
プ
ス　

白
ぼ
う
し

○
佳
作　

三
年
生　

鎌
倉　

寛
人　

様

　

ア
ル
プ
ス
の　

眺
め
が
き
れ
い　

行
き
た
い
な

○
佳
作　

四
年
生　

上
本　

遥
仁　

様

　

森
の
中　

ア
ル
プ
ス
見
え
る　

遠
足
だ

○
佳
作　

三
年
生　

西
沢　

樹　

様

　

ア
ル
プ
ス
は　

や
っ
ぱ
り
き
れ
い　

き
れ
い
だ
な

�

協
力　

小
川
村
短
歌
会　

�

※
次
回
は
１
月
号
に
掲
載
予
定

（左）小学校児童� （右）永原悠路選手
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村職員の給与を公表します
　村職員の給与は、村議会の審議を経て給料の額や各種手当ての割合が定められています。村民の皆さんに、広くご理解
いただくため、次のとおり公表します。また、職員に対する福利厚生事業については、長野県市町村職員互助会へ委託し
行っておりますが、同じく村民のみなさんにご理解をいただくため、併せて公表します。

１．人件費の状況（令和５年度普通会計決算見込み）

村の人口 歳出額🄐 人件費🄑 人件費率（Ｂ/Ａ）
2,252 39億4,203万3千円 5億2,816万3千円 13.4％

注　１　�人件費には、村長などの特別職、議員に支給
される給料・報酬を含みます。

　　２　�人口は、令和６年３月31日の住民基本台帳に
基づく人数です。

２．職員給与費の状況（令和６年３月31日現在）

職員数🄐
給　　 与 　　費 一人当たり

給与費（Ｂ/Ａ）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計🄑
45人 1億6,665万円 2,792万円 6,750万円 2億6,207万円 582万円

３．一般行政関係の級区分別職員数（令和６年４月１日）

区　分 １　　級 ２　級 ３　　級 ４　級 ５　級 ６　級
計

職　名 主事補 主　事 主　任 主　査 主　幹 課長補佐
係　　長 課　長 総務課長

職員数 ７人 １人 11人 13人 ３人 １人 36人
構成比 19.4％ 2.8％ 30.6％ 36.1％ 8.3％ 2.8％ 100.0％

（注）　１　「小川村職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　この表は、一般行政職のみで技能労務職、医療職、保育士等は含まれていません。

４．特別職の給与および議員の報酬（令和６年４月１日）

区　　分 給料月額 期末手当
村 長 600,000円

3.40月
40％加算副 村 長 500,000円

教 育 長 450,000円

区　　分 報酬月額 期末手当
議 長 253,000円

3.40月
40%加算

副 議 長 176,000円
委 員 長 164,000円
議 員 158,000円

５．職員の初任給（令和６年４月１日）

区　　分 小川村 国の制度

一般行政職
大学卒 196,200円 196,200円
短大卒 179,100円 179,100円
高校卒 166,600円 166,600円

６．一般行政職手当（令和６年４月１日）

区　　分 特定幹部職員 左以外の職員
期末手当 2.05月 2.45月
勤勉手当 2.45月 2.05月

7．部門別職員数（各年４月１日）

職　員　数（人）
増減数（人）

令和５年 令和６年

一般行政部門

議 会 1 1 0
総 務 10 10 0
税 務 2 2 0
民 生 8 8 0
衛 生 5 5 0
農 林 5 5 0
商 工 1 1 0
土 木 3 4 1
小　計 35 36 1

特別行政部門 教 育 3 3 0

公営企業等

水 道 1 1 0
下 水 道 0 0 0
介 護 1 1 0
国 保 5 5 0
小　計 7 7 0

総　　　　計 45 46 1

８．職員の福祉及び利益保護の状況（令和５年度実施状況）
Ⅰ　健康診断の実施状況
健康診断受診者数 人間ドック受診者数 受診率（％）

25 19 97.8％

Ⅱ　福利厚生（委託先：長野県市町村職員互助会）
①掛金負担金 ②一人当たりの公費負担額
掛金（本人負担）負担金（公費負担） 負担額 公費負担率
給料月額×2.8/1,000 給料総額×2.3/1,000 8,546円 45.1％

９．職員研修の状況（令和５年度実施状況）
情報セキュリティ研修 他11件 　受講延べ人数　61人
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「調整給付金」とは？

「定額減税しきれないと見込まれる方」
への給付金（「調整給付金」）のご案内

⚫ デフレ完全脱却のための総合経済対策における物価高への支援の一環として、
納税者及び同一生計配偶者又は扶養親族１人につき、４万円（令和６年分の
所得税から３万円・令和６年度分の個人住民税所得割から１万円）の
「定額減税」が行われます（注１）。

⚫ その際、定額減税しきれないと見込まれる方に対しては、
当該定額減税しきれない額を１万円単位に切り上げて算定した「調整給付金」
が支給されます（注２）。

＜調整給付金のイメージ（注３）＞

支給対象者・支給金額について

所得

所得税・個人住民税の
定額減税（注１）

減税額 支援額
減税「前」の税額

減税額

（注１）定額減税についての詳細は、国税庁 や総務省 をご覧ください。
（注２）令和５年の課税状況に基づき、給付額を算定のうえ、令和６年度個人住民税課税団体より支給されます。

令和６年分の所得税が令和５年分の所得税よりも減少した場合等には、令和６年分の所得税の確定後に、
給付金を追加で支給する場合もあります。

（注３）所得税及び個人住民税所得割それぞれで定額減税しきれない額を算出し、両者を合算の上、１万円単位に
切り上げた額が支給額となります。

（注４）所得税及び個人住民税において、扶養親族等として申告されている方が、定額減税及び調整給付金の
算出基礎となります。詳しくは国税庁 や総務省 をご覧ください。

※支給金額は、個別の課税状況により異なるものであり、下記はあくまで一例です。

⚫ 所得税と個人住民税所得割の少なくとも一方を納められており、
定額減税しきれない額が生じることが見込まれる方が支給対象者です。

⚫ 支給金額の具体例は、以下のとおりです。
＜例１＞一人暮らしで、所得税１万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合

⇒・所得税から１万円の減税、住民税所得割から１万円の減税が行われます。
・定額減税しきれない所得税分の２万円が、調整給付金として支払われます。

＜例２＞４人家族で、内１人が所得税３万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合（注４）

⇒・所得税から３万円の減税、住民税所得割から２万円の減税が行われます。
・定額減税しきれない所得税分の９万円と住民税分２万円の計 万円が、調整給付金として
支払われます。

一
人
当
た
り
の

定
額
減
税
額

（
４
万
円
）

定額減税しきれない額
⇒調整給付金を支給

「定額減税しきれないと見込まれる方」
への給付金（調整給付金）について

　国の経済対策に基づき、物価高騰に伴う負担の軽減に向け、定額減税しきれないと見込まれる方等へ
の支援として給付金の支給を行います。
※�令和６年度の課税情報に基づいて給付対象を判断するため、対象者には別途通知します。

■「調整給付金」とは？
●�デフレ完全脱却のための総合経済対策における物価高への支援の一環として、納税者及び同一生計
配偶者又は扶養親族１人につき、４万円（令和６年分の所得税から３万円・令和６年度分の個人住
民税所得割から１万円）の「定額減税」が行われます。
●�その際、定額減税しきれないと見込まれる方に対しては、当該定額減税しきれない額を１万円単位
に切り上げて算定した「調整給付金」が支給されます。

＜調整給付金イメージ＞

■支給対象者・支給金額について
●�所得税と個人住民税所得割の少なくとも一方を納められており、定額減税しきれない額が生じるこ
とが見込まれる方が支給対象者です。
●支給金額の具体例は、以下のとおりです。
　＜例１＞一人暮らしで、所得税１万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合
　⇒・所得税から１万円の減税、住民税所得割から１万円の減税が行われます。
　　・定額減税しきれない所得税分の２万円が、調整給付金として支払われます。
　＜例２＞４人家族で、内１人が所得税３万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合
　⇒・所得税から３万円の減税、住民税所得割から２万円の減税が行われます。
　　・�定額減税しきれない所得税分の９万円と住民税分２万円の計11万円が、調整給費金として支払

われます。

問合せ
総務課　会計税務係
☎026－269－2323

※支給金額は、個別の課税状況により異なるものであり、下記はあくまで一例です。

「調整給付金」とは？

「定額減税しきれないと見込まれる方」
への給付金（「調整給付金」）のご案内

⚫ デフレ完全脱却のための総合経済対策における物価高への支援の一環として、
納税者及び同一生計配偶者又は扶養親族１人につき、４万円（令和６年分の
所得税から３万円・令和６年度分の個人住民税所得割から１万円）の
「定額減税」が行われます（注１）。

⚫ その際、定額減税しきれないと見込まれる方に対しては、
当該定額減税しきれない額を１万円単位に切り上げて算定した「調整給付金」
が支給されます（注２）。

＜調整給付金のイメージ（注３）＞

支給対象者・支給金額について

所得

所得税・個人住民税の
定額減税（注１）

減税額 支援額
減税「前」の税額

減税額

（注１）定額減税についての詳細は、国税庁 や総務省 をご覧ください。
（注２）令和５年の課税状況に基づき、給付額を算定のうえ、令和６年度個人住民税課税団体より支給されます。

令和６年分の所得税が令和５年分の所得税よりも減少した場合等には、令和６年分の所得税の確定後に、
給付金を追加で支給する場合もあります。

（注３）所得税及び個人住民税所得割それぞれで定額減税しきれない額を算出し、両者を合算の上、１万円単位に
切り上げた額が支給額となります。

（注４）所得税及び個人住民税において、扶養親族等として申告されている方が、定額減税及び調整給付金の
算出基礎となります。詳しくは国税庁 や総務省 をご覧ください。

※支給金額は、個別の課税状況により異なるものであり、下記はあくまで一例です。

⚫ 所得税と個人住民税所得割の少なくとも一方を納められており、
定額減税しきれない額が生じることが見込まれる方が支給対象者です。

⚫ 支給金額の具体例は、以下のとおりです。
＜例１＞一人暮らしで、所得税１万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合

⇒・所得税から１万円の減税、住民税所得割から１万円の減税が行われます。
・定額減税しきれない所得税分の２万円が、調整給付金として支払われます。

＜例２＞４人家族で、内１人が所得税３万円・住民税所得割２万円（減税前）の納税者の場合（注４）

⇒・所得税から３万円の減税、住民税所得割から２万円の減税が行われます。
・定額減税しきれない所得税分の９万円と住民税分２万円の計 万円が、調整給付金として
支払われます。
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夏の防火運動８月９日㈮～18日㈰ 問合せ　新町消防署　小川分署
　　　　☎ 026－269－1119

　この時季は、夏休みやお盆の帰省などにより、行楽地や各種施設では混雑が予想され、花火、ろうそ
くや線香、調理等が原因となる火災が発生する恐れがあります。
　長野市消防局では、家庭や事業所での防火対策の取組として「夏の防火運動」を実施します。

ろうそくによる火災
【事例�】ろうそくが倒れて近く

の物に燃え移った。供え
物を下す際に、衣服に燃
え移りやけどを負った。

◎�　ろうそくに火をつけたまま、その場を離れ
ないなど、火の取り扱いに注意しましょう。

花火の不始末や、誤った使い方による火災
【事例�】花火の火が下草に燃え移っ

た。花火の始末が不十分で、
ごみ箱から出火した。

◎�　水を入れたバケツなどを準備し、花火が終
わったら、必ず水につけて消火しましょう。

９月１日は小川村防災訓練の日� 総務係　消防団

　防災訓練は、大災害などの非常時に的確な行動をとるために欠かせないものであり、被害を最小
限に抑えるためには地域の皆さんの助け合いが大事となります。
　今年も各地区の自主防災組織が中心となって、地区ごとに避難訓練及び各種訓練が計画されます。
詳しくは、本広報誌と同時に配布しましたチラシをご覧ください。
　災害は、決して他人事ではありません。皆さんで訓練に積極的に参加し、「いざ」という時のた
めに備えましょう。

長野地方法務局からのお知らせ
●令和６年４月１日から「相続登記の申請が義務化」されました。
　詳しくは、法務省ＨＰ（「法務省」で検索）をご覧ください。
　なお、相続登記に関する相談は、長野県司法書士会が運営する「常設電話相
談（無料）【☎026－232－6110】受付時間　平日12：00 ～ 15：00」をご利用い
ただきますと、大変便利です。
　自身の相続への備えとして「自筆証書遺言書保管制度」もご検討ください。
●問合せ
　長野地方法務局　不動産登記部門　☎026－235－6611（代）

不動産登記推進
イメージキャラクター
「トウキツネ」

2025年農林業センサスにご協力ください
　令和７年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2025
年農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極
めて大切な調査です。
　令和６年12月中旬から農林業を営んでいる皆様のところに調査員が訪問して、
調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いし
ます。� 総務課　総務係 農林業センサス
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長野３町村合同マッチングイベントを開催します！
　上水内郡（信濃町・飯綱町・小川村）３町村と日本婚活支援協会が連携し、上水内郡への移
住に興味があり結婚を真剣に考えている全国の独身女性と、信濃町・飯綱町・小川村の独身男
性を対象とした婚活イベントを開催します。
　野尻湖観光船クルーズやブレンドティー作り体験など、秋の信濃町をバスで巡ります。

【開催日時】令和６年９月28日（土）
【会　　場】信濃町内
【参加費用】5,000円
【参加条件】24歳～ 39歳の独身男女
　男性：信濃町・飯綱町・小川村に在住・在勤の方
　女性：上水内郡への移住に興味のある方
【募集人数】男女各12名
　　　　　　※申込多数の場合は抽選
【申込方法】下記のQRコードから申込
　　　　　　※９月15日（日）まで
　　　　　　　　　　　（申込はこちらから↓）
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沢山のご応募
　　お待ちしております！

【問合せ】
　総務課　総合戦略推進室
　　☎026－269－2323

●　 9：00　男性　婚活イベント対策事前セミナー

　　　　　　 女性　長野駅集合・バスにて信濃町へ移動

●　10：00　飯綱町・小川村紹介タイム、１対１でトークタイム

●　12：00　観光船　雅乗船クルーズ

●　13：00　ランチ　野尻湖を眺めながらピザビュッフェ

●　14：45　ブレンドティー作り体験

●　15：40　地元食材を使ったジェラート試食

●　16：20　マッチング発表、連絡先交換

●　17：30　イベント終了、解散

～当日のスケジュール～



2024.8　広報おがわ　９

会　計
税務係

納
期
限　
９
月
２
日（
月
）

住民係

人
権
相
談

　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
個
人
住
民
税
（
２
期
）

◆
日　
　

時　

９
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場　
　

所　

役
場
２
階　

会
議
室
ほ
か

◆
相 

談 

員　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　

福
嶋
美
雪　
　

佐
藤
安
男

◆
相
談
無
料　

秘
密
厳
守　

予
約
不
要

◆
問 

合 

せ　

住
民
福
祉
課　

住
民
係

�

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

産業係

水
稲
被
害
届
受
付
開
始

　

令
和
６
年
産
水
稲
の
被
害
届
受
付
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者

　

水
稲
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
自

然
災
害
、
病
虫
害
、
獣
害
な
ど
に
よ
り
減

収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
。

◆
申
告
方
法

　

各
戸
配
布
の
損
害
通
知
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
長
野
県
農
業
共
済
組
合

北
信
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り　

　

９
月
２
日
（
月
）

◆
問
合
せ

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合
北
信
支
所

�

☎
０
２
６

－

２
１
９

－

２
８
９
２

総合戦略
推 進 室

果
樹
剪
定
枝
・

　
　
薪
ス
ト
ー
ブ

　
　
　
　
活
用
推
進
事
業

　

長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
９
市
町
村

（
長
野
市
、須
坂
市
、千
曲
市
、坂
城
町
、

小
布
施
町
、高
山
村
、信
濃
町
、飯
綱
町
、

小
川
村
）
で
は
、
連
携
事
業
と
し
て
、
果

樹
の
剪
定
枝
や
伐
採
樹
等
の
処
分
に
困
っ

て
い
る
農
家
の
方
に
薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
者

を
紹
介
し
て
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し

て
活
用
い
た
だ
く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

果
樹
農
家
の
方
も
薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
者

の
方
も
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

長
野
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
９
市
町
村

内
に
お
住
ま
い
も
し
く
は
畑
等
を
お
持
ち

の
方

◆
募
集
期
間

　

８
月
19
日
（
月
）
～
11
月
８
日
（
金
）

◆
問
合
せ

　

総
務
課　

総
合
戦
略
推
進
室

　

☎
０
２
６

－

２
６
９

－

２
３
２
３

　

ま
た
は
、

　

長
野
市
地
球
温
暖
化

　
　
　
　
　

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
６

－

２
３
７

－

６
６
８
１

総務係

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
補
助
金

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り
、
自
転
車
乗
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
乗
用
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
こ
と
で
、
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
死

亡
率
が
大
幅
に
下
が
り
ま
す
。

　

村
内
で
も
、
着
用
率
が
向
上
し
て
い
ま

す
が
、
習
慣
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

村
で
は
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
補
助
金
を
本
年
度
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。
安
全
基
準
を
満
た
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
購
入
後
に
、
申
請
書
等
関
係
書
類
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
と
、
最
大
５
千
円
を
補

助
し
ま
す
。

【
補
助
額　

算
出
方
法
】

　
　

購
入
費
×
１
／
２
（
最
大
５
千
円
）

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。

総合戦略
推 進 室

不
動
産
鑑
定
士
無
料
相
談

　

不
動
産
評
価
等
に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
下
さ
い
。

　

不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

（
具
体
的
に
は
、
売
買
、
交
換
、
相
続
、

借
地
、
担
保
、
賃
貸
借
等
に
係
る
不
動
産

評
価
）

◆
日　

時　

10
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

�

（
正
午
～
午
後
１
時
は
休
憩
時
間
）

◆
会　

場　

長
野
市
役
所

　
　
　

第
１
庁
舎
５
階　

１
５
１
会
議
室

　

※�

予
約
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

一
般
社
団
法
人

　
　

長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

�

☎
０
２
６

－

２
２
５

－

５
２
２
８

くら 報し 情の
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印
刷
／
中
外
印
刷
株
式
会
社

�

　
�　　
�
　
�
　　

診療所　診療担当医表（９月分）
小川村国保直営診療所　☎026-269-2279

月 火 水 木 金 土
　　 2 3 4 5 6 7

�8:30~11:15 糖尿病内科小林由紀 整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

循環器
本郷実

14:00~16:00

9 10 11 12 13 14

�8:30~11:15 内科
細川康雄 整形外科

重松泰介

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀

内科
篠ノ井総合病院医師

14:00~16:00

16 17 18 19 20 21

�8:30~11:15
整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀 内科

宮尾陽一

内科
宮尾陽一

14:00~16:00

23 24 25 26 27 28

�8:30~11:15
整形外科
重松泰介

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀

内科
小林和生

14:00~16:00

30

�8:30~11:15 糖尿病内科小林由紀

14:00~16:00

◆小林淳生（小林クリニック七瀬院長）　 　◆小林由紀（糖尿病内科）

◆小林和生（小林クリニック七瀬副院長） 　◆本郷実（新町病院）

◆重松泰介（整形外科）　　　　　　　　　◆細川康雄（新町病院）

◆宮尾陽一（内科）　　　　　　　　　　　◆篠ノ井総合病院医師

（敬称略）

月日 曜日 行　　　　　　　事

8. �10 土
11 日《山の日》

12 月《振替休日》

13 火 　公民館臨時休館

14 水
15 木
16 金
17 土 大洞高原サマーフェスティバル（大）

18 日
19 月 こころの相談室（保）

20 火
21 水
22 木
23 金
24 土 教育相談（ふ）、土曜おがわ未来塾（公）

25 日
26 月
27 火
28 水
29 木 定例教育委員会（役）

30 金
31 土 土曜おがわ未来塾（公）

9.���1 日 防災訓練、公民館講座（公）

2 月 　びっくらんど小川休館

3 火
4 水
5 木
6 金
7 土 土曜おがわ未来塾（公）

8 日
9 月 人権相談（役）

10 火 肺レントゲン検診（保）

11 水
12 木
13 金
14 土
15 日
16 月《敬老の日》

村の人口　　（令和６年８月１日現在��前月比）
� 人　口� 2,216 人� − 15

� 男� 1,092 人� −　9

� 女� 1,124 人� −　6

� 世帯数� 1,012 戸� −　9

◆ご冥福をお祈りします。　　（敬称略）

� ��氏　　名� 月 日�  地　区

� 伊藤　國光� 6　/　1� 塩沢

� 横矢　　保� 6　/　7� 稲荷

� 和田　政子� 6　/　9� 味大豆第二

� 石坂　俊一� 6　/21� 鴨之尾

（診）診療所�／（保）保健センター�／（び）びっくらんど小川／（役）役場�／（に）にこにこ
保育園�／（小）小学校／（中）中学校�／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プ
ラネタリウム館／（バ）バスティ高府／（大）大洞高原

くらしの
　カレンダー（暦）


